人間に は 色々 の 仕草が あるが つ y めて 言へば、 事に 

処 すると、 物に 接する との ニッ になる、 事に 処 すると 

云 ふ は、 其処に 生じて 来た 或る 事情に 対して、 如何 云 

さ 

ふ 様に 自分の 態度 を 執る か、 了見 を 定める か、 口 を 利 

く か、 身体 を 動かす か、 智慧 を 回らす か、 力 を 用 ふる 

かとい ふ 事で ある。 

事に 処 する は、 非常に 多端で ある。 何と なれば、 其 

処に 生ずる 事情 は、 際限な く 種々 様々 な 形 を 以て 現 は 

れて 来る から、 之に 対する 道 も 決して 一通り や 二通 リ 

でない 訳で、 大体 は 道理の 正しき に 従 ひ、 人情の 美し 

きに 従 ふべき では あるが、 さりと て 一 様に 言 ひ 切れぬ。 



謂 物質と いふ 言葉で 尽 される もので、 その 一箇 一 箇は 

固定して ゐる。 勿論、 物質 そのもの も 変化せ ぬで はな 

い。 水が 湯と なり 氷と なる が、 人生の 事情の 多端 錯雑、 

変幻 極まりなき に比べて はるかに 簡単で あり、 したが 

つて 物に 接する は、 事に 処 する よりも 単純で あるが、 

それでも 本当に 物に 接する とい ふ， ，- とに 徹底す るに は、 

大分の 知慮 分別と、 鍛練 修業 を 必要と する。 

然し、 物に 接する 事が よく 出来ぬ 位で は、 世に立ち 

人事 百般に 処 する は、 なほ 能く 出来ぬ 訳で あるから、 

我 々 は先づ 物に 接する 処 から 鍛練 修業 を 積んで 行かね 

ばなら ぬ。 然るに 多くの 人 は、 相手の 物 そのものが 口 



ン の 結 目 を 左に して 冠る ベ きか 右に して 冠るべき か、 

その 何方 か > 正しければ、 何方 か > 間違って ゐる。 そ 

れを 何方でも 関 はぬ とすれば、 それ は 物に 接する 道 を 

失った 訳で ある。 袴 を はき 付けぬ 人が、 袴 を はいて 袴 

腰 を 前にした とい ふ 笑話が ある、 袴の 事 は 誰でも 心得 

てゐ て、 誰でも 当 を 得た 接し 方 をす る ものであるが、 

さて その他の 物に 接する と、 仲々 さう は 不可ぬ もので 

どうも 帽子 を 逆さに 冠ったり、 袴 を 逆に はいた リ する 

やうな 過失に 陥り 勝ちな ものである。 

さう いふ 事 は 何でもない、 些細の 事で あると 思 ふけ 

れ ども 大変な 大切な 事で、 その 当 を 得る と 得ぬ と は、 



い 性格の 人で も、 その 人が 物に 接する 道 を 工夫した 事 

も 修業した 事 もない とい ふ 事 を 示す。 混雑、 不体裁 や 

不 便宜が よ いとい ふ 道理 はない。 

これ はた y 物の 置き 方の 話で あるが、 物の 積み 方 も 

さう で、 小さい 物 を 下にして 大きい 物 を 上に 積めば、 

その 結果 は 甚だ 宜しくない。 これ 位の 僅な 事は考 へる 

まで もな く 誰でも 承知して ゐる ことで あるが、 実際 は 

しばく 

小さい もの、 上に 大きい 物 を 重ねる 様な 真似 を 屢 演 

ずる ものである。 さう して 菊判の 本の 下へ ポケット、 

ブック を 蔵って 了って、 俺の 手帳が 無くなつ たと 眩き 

出す こと は、 往々 にして 有り勝ちな 事で ある。 これ は 



機の 如き はな ほ 取り扱 ひが 重大で、 飛行機の 墜落の 大 

部分 は 発動機の 故障より 生ずる ので ある。 

然 らば 如何にして、 物に 接すべき か。 

それに は、 その物 を 愛する、 この 心がけが 最も 重大 

な ものであって、 これ は 仁で ある。 

その物 を 理解し、 正しく 取り扱 ふ、 これ は 次に 大切 

な 心がけであって、 これ は義 である。 物に 接する にも 

仁義が 第 一 である。 

(大正 十五 年 二月) 
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• 表記に ついて 
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